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ミズナラ等が集団枯死する「ナラ枯れ」被害について調査を実施しました
概 要 のでお知らせします。なお、調査は継続中のため、10月15日時点の数値とな

ります。
【ポイント】
○ ナラ枯れの病原菌を媒介するカシノナガキクイムシの生息が確認さ
れた道南地域で調査を実施し、３町で178本の被害木を確認

１ 被害木調査の概要
・調査期間：９月上旬から（現在も実施中）
・調査場所：道南地域（松前町、福島町、知内町、木古内町）
・調査方法：対策会議で決定した特に被害木の発生の恐れがある「重点対

策エリア(600km２)」について、ヘリコプターや衛星画像等に
よる上空調査を実施し、発見された被害懸念箇所275箇所に
ついて現地調査を行い被害木を判定

・調査機関：林野庁北海道森林管理局、道
国立研究開発法人 森林研究・整備機構森林総合研究所北海道支所
北海道立総合研究機構 森林研究本部 林業試験場

２ 調査結果
・松前町、福島町及び知内町の３町において40箇所178本の被害木を確認
(ヘリ調査区域分)
※衛星画像による調査区域においては現在、現地調査を実施中であり、
本数は確定次第追加公表

３ 今後の対応
・衛星画像を活用した調査の結果、確認された被害懸念箇所については現
地調査を行い被害木を判定

・今年度確認された被害木は、関係機関と連携し被害木の処理等について
対応

参 考 【被害懸念箇所と被害本数】
ヘリコプターや衛星画像等により上空から調査を実施し発見したナラ枯れ

被害木の可能性がある箇所。ヘリコプター調査区域においては、被害箇所の
現地調査において１箇所から複数の被害木が確認されることもあったため、
箇所数と本数は一致しない。
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■市町村別等の状況について（１０月１５日現在） 
 
 
【被害本数】                                  

区分 国有林 
民有林 

その他 計 
道有林 町有林 私有林 

松前町 ０ ０ ２１ ９３ １２ １２６ 
福島町 ２ ９ ９ １５ ６ ４１ 
知内町 ４ ０ ０ ４ ３ １１ 
計 ６ ９ ３０ １１２ ２１ １７８ 

※所有区分のその他は森林法第５条の「地域森林計画対象森林」以外 
 
【市町村別被害集計結果】 
・松前町  16箇所126本 
・福島町  15箇所41本 
・知内町  ９箇所11本 
・木古内町 ０箇所０本 
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